
大淫

熊1

星

座
（
日
ぼ
∩
g
・
叶
。
憂
。
二
凌
・
。
蚕
・
琶

リ
ク
天
文
皇
副
皇
長
ロ
バ
ー
ト
・
G
・
エ
イ
ト
ケ
ン
（
》
津
犀
g
）
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夕
空
に
大
熊
の
星
座
が
高
く
見
え
ろ
蒔
季
に
な
り
ま
し
糞
0
エ
イ
ト

　
　
　
ケ
ン
博
士
の
艶
の
丈
に
今
有
盆
な
も
の
だ
虐
思
ひ
ま
す
。
博
士
ば
今

　
　
　
日
世
界
中
に
於
け
ろ
二
重
星
學
の
ナ
ー
ソ
リ
テ
イ
で
、
目
下
其
の
総

　
　
　
表
（
セ
ネ
ラ
ル
。
カ
タ
ロ
グ
）
為
編
纂
中
で
あ
り
ま
す
。
私
も
「
昨
年

　
　
　
暫
く
博
士
の
御
厄
介
に
な
り
ま
し
れ
が
、
博
士
に
コ
一
重
星
の
事
な

　
　
　
ら
何
で
も
（
団
く
①
呉
ぼ
コ
σ
q
筈
。
暮
U
2
び
日
。
。
。
け
器
）
」
亡
常
々
言
っ
て
居

　
　
　
ら
れ
ま
し
象
Q
（
山
本
）

　
天
文
學
の
學
び
始
め
に
、
誰
で
も
教
へ
ら
れ
る
最
初
の
星
列
は
、
殆

ん
，
ご
例
外
無
し
に
、
か
の
大
熊
（
q
匿
竃
ε
8
星
座
中
の
北
斗
七
星
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

る
。
此
の
様
々
は
、
叉
，
大
昔
し
の
人
々
に
は
つ
き
り
ε
認
め
ら
れ
た

せ
う
し
や
ゴ

星
象
の
一
つ
で
あ
っ
て
、
「
星
の
名
ε
其
の
意
味
」
（
。
Q
貿
乞
§
Φ
。
。
き
餌
量
マ

寓
。
坦
昌
卿
昌
σ
q
幹
）
ミ
い
ふ
有
名
な
書
を
著
し
た
ア
レ
ン
島
・
即
≧
H
2
）
の
言
ふ

所
で
は
、
古
代
の
紳
話
や
、
羊
皮
紙
記
録
や
、
タ
ブ
レ
ト
や
、
石
な
さ

に
、
天
の
こ
ミ
が
誌
さ
れ
て
あ
る
場
合
に
は
、
必
ず
此
の
直
々
に
關
し

　
な
ん
ら

た
何
等
か
の
噌
示
が
あ
る
ε
い
ふ
。
三
際
、
か
う
し
た
大
昔
し
の
頃
に

は
、
此
の
七
星
全
章
が
其
の
ま
・
↓
つ
の
星
座
ミ
考
へ
ら
れ
た
も
の
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
ろ

あ
っ
て
、
今
日
の
大
熊
座
の
鑛
が
り
は
、
言
は
ゴ
、
す
？
し
後
世
に
な

　
　
き

っ
て
決
ま
っ
た
も
の
な
の
で
あ
る
。

　
ア
レ
ン
は
，
右
に
引
い
た
書
物
の
中
で
，
七
星
の
群
の
い
ろ
く
の

名
．
稠
、
其
の
根
嫁
，
其
の
意
味
な
さ
を
吟
味
す
る
の
に
＋
八
ぺ
ー
ジ
を

費
し
、
爾
、
此
の
七
星
の
一
つ
～
㍉
に
つ
い
て
、
叉
、
此
の
星
座
の
更

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

に
十
三
個
の
他
の
星
々
に
つ
い
て
、
十
ペ
ー
ジ
ほ
，
こ
も
よ
け
い
に
費
し

て
み
る
。
オ
ル
コ
ト
（
芝
・
目
・
O
H
。
。
δ
氏
も
其
の
署
「
古
今
の
星
辰
諌
」

（
。
Q
貯
ぎ
驕
。
h
b
目
》
α
q
Φ
。
・
）
の
中
に
二
＋
五
ペ
ー
ジ
か
ら
成
る
哨
つ
の
章

を
全
部
此
の
星
座
に
献
ぴ
て
る
る
。
星
々
の
名
や
、
其
の
意
味
を
詳
し

く
知
り
た
い
狂
者
た
ち
は
、
右
の
二
つ
の
著
書
を
見
る
が
副
い
。
今
こ

の
文
で
は
，
其
の
う
ち
で
も
最
も
有
名
な
二
種
類
の
星
座
名
を
説
明
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
ま

る
に
止
め
や
う
。
師
ち
、
一
は
熊
「
こ
し
て
普
通
に
は
女
性
に
取
り
扱
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
る
ま

れ
る
の
ε
，
今
一
つ
は
車
ε
い
ふ
意
味
に
想
像
さ
れ
る
の
ε
で
あ
る
。

前
者
の
「
熊
」
ε
は
、
そ
の
中
で
も
殊
に
廣
く
知
ら
れ
、
ギ
リ
シ
ャ
（
Ω
掃
Φ
犀
）

人
の
間
に
は
女
紳
カ
リ
ス
ト
（
〇
四
一
一
｝
o
唖
叶
O
）
の
神
話
か
ら
引
か
れ
た
も
の
ら

し
い
。
坐
る
論
に
よ
れ
ば
、
カ
リ
ス
ト
は
妬
み
の
ジ
ユ
ノ
聯
の
た
め
に

唄
疋
の
熊
に
化
せ
ら
れ
て
し
ま
ひ
、
ジ
ュ
ピ
タ
ー
大
神
の
御
蔭
で
、
猟

夫
の
手
に
殺
さ
れ
る
噛
こ
こ
ろ
か
ら
救
は
れ
、
其
の
子
ア
ー
カ
ス
虐
共
に

天
に
暴
け
ら
れ
て
、
今
は
大
熊
小
熊
の
二
の
星
座
に
な
っ
て
み
る
の
だ

五
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ミ
い
ふ
。
し
か
し
、
カ
ル
デ
ア
（
9
餌
H
匙
①
簿
ロ
）
入
や
北
米
イ
ン
ド
人
た
ち
も

や
は
り
、
此
の
星
列
を
熊
ε
考
へ
て
居
た
の
で
あ
る
か
ら
、
此
の
熊
ε

い
ふ
名
は
「
非
常
な
大
昔
し
の
観
念
聯
合
か
ら
來
た
も
の
が
、
後
に
は

忘
れ
ら
れ
て
了
つ
九
の
だ
ろ
う
」
ミ
ミ
ス
・
ク
ラ
ー
ク
（
蜜
冨
》
・
Ω
・
詩
Φ
）

は
言
っ
て
み
る
。

　
此
の
星
列
を
車
ε
考
へ
る
こ
嚇
、
）
も
、
亦
、
早
い
頃
か
ら
で
あ
る
。
例

へ
ば
、
ホ
ー
マ
ー
（
国
・
§
『
）
の
オ
デ
ツ
セ
ィ
（
○
∂
、
誇
団
）
を
ブ
ラ
イ
ア
ン
ト

（
影
．
智
馨
）
氏
が
澤
し
た
ε
こ
ろ
に
檬
る
ε
、
オ
デ
ツ
セ
ィ
は

　
　
「
眼
奄
す
ゑ
て
、
プ
ソ
ヤ
ヂ
ス
や
、

　
　
渥
く
沈
み
行
く
牧
夫
ρ
、
大
熊
た
見
ろ
、

　
　
そ
の
大
熊
に
叉
車
ミ
呼
ば
れ
、

　
　
ナ
リ
オ
ン
の
方
飢
月
准
眺
つ
㌧
、
空
為
圖
れ
γ
ご
、

　
　
海
の
水
に
没
す
ろ
こ
ミ
あ
ら
す
」

　
ア
レ
ン
．
も
誌
し
た
如
く
、
テ
ウ
ト
ン
（
日
2
仲
。
昌
）
民
族
に
は
、
早
く
か

ら
此
の
星
列
に
車
ε
い
ふ
名
の
み
が
知
ら
れ
て
み
た
の
は
不
思
議
で
あ

る
。
但
し
，
此
の
車
は
、
或
る
謬
で
は
ト
ー
ア
（
日
び
。
吋
）
叉
は
カ
ー
ル

（
図
．
同
一
）
－
こ
聯
想
せ
ら
れ
、
叉
、
或
る
諜
で
は
ア
ー
サ
ー
（
≧
昏
震
）
王
や
シ

ャ
ー
レ
マ
ン
（
9
．
・
H
．
日
。
・
，
・
．
）
ミ
聯
想
せ
ら
れ
、
た
め
に
軍
常
は
チ
ヤ
ル

ス
の
車
（
9
琶
亀
。
。
均
9
ε
－
こ
呼
ば
れ
た
Q

　
さ
き
に
引
い
た
ホ
ー
マ
ー
の
句
か
ら
、
古
い
書
物
中
に
あ
る
多
く
の

蓮
想
を
噌
示
さ
れ
る
こ
ε
の
】
は
、
師
ち
、
北
牛
球
で
北
斗
の
七
つ
星

の
中
の
噌
つ
も
決
し
て
地
李
妙
想
に
没
し
な
い
ε
い
ふ
ご
ε
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六

　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
か

此
の
事
ご
。
爾
そ
の
外
に
此
の
北
斗
が
二
極
の
ま
は
り
を
回
っ
て
刻
々

其
の
位
置
を
攣
へ
る
ε
い
・
思
事
ミ
が
，
多
く
の
量
器
や
迷
信
を
誘
起
し

．ア

8’

テ“

鞠噌

●
ニ
プ

の

⑳ガ

．・

¥
嘉
｝

⑲
．
工
盲

。
♂
玲o

b
一

㌻
。
・

㊦
プ
シ

　．ヌ

ク●

シ

た
。
星
々
の
位
置
の
憂
り
や
、
始
め
の
二
足
を
結
べ
ば
殆
ん
さ
正
し
く
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大
き
い
垂
の
；
で
あ
っ
点

て
，
・
歩
ラ
・
ダ
人
≧
齢
・

σ
…
註
8
に
よ
れ
ば
、
六
等
級
轡

北
極
星
を
指
す
ニ
ー
こ
や
、
叉
，

此
う
し
た
星
々
は
（
緯
度
四

十
一
度
以
北
で
は
）
晴
れ
た

夜
室
に
常
に
見
え
て
み
る
こ

一
こ
な
，
ご
が
、
一
つ
に
な
っ
て
，

昔
し
の
航
海
者
や
族
行
者
に

方
角
か
一
教
へ
，
又
、
時
刻
を

教
へ
る
役
目
を
演
じ
た
も
の

で
あ
る
。

　
現
今
の
大
熊
星
座
は
最
も

（
普
通
肉
眼
で
見
え
る
軽
四
）

以
上
の
星
百
四
十
個
を
含

み
，
ハ
イ
ス
（
国
①
尻
）
は
自
分
の

眼
で
二
百
二
十
七
星
を
見
た

ミ
記
録
し
て
み
る
り

　
此
の
圖
を
見
て
も
分
る
通

り
、
北
斗
は
此
の
星
座
中
の

著
し
い
星
を
殆
ん
さ
全
部
含

・｝：剛ヨ鰍W餐螺獅喉炉儲甲囎1轡齢町一一・嶋騰胤謙“鴨…マ旨．a
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ん
で
み
る
ε
は
云
へ
、
其
の
面
積
は
全
払
の
小
部
分
に
過
ぎ
な
い
。
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
い

　
　
ほ
か

星
の
外
に
。
熊
の
脚
部
に
あ
あ
三
謝
の
心
々
が
星
座
の
大
槌
の
輪
廓
を

き
め
る
こ
ミ
に
役
立
つ
。

　
此
の
星
座
中
に
あ
る
星
や
星
雲
は
．
星
の
通
志
や
進
化
に
嘱
す
る
知

識
上
の
殆
ん
，
ご
あ
ら
ゆ
る
進
歩
を
聯
想
さ
せ
る
こ
ε
が
出
薫
る
。
例
へ

ば
、
北
斗
の
星
は
絡
べ
て
徐
々
に
其
の
位
置
を
憂
へ
て
る
る
。
部
ち
、

ア
ざ
エ
ー
ε
の
二
星
は
並
行
し
て
別
方
に
動
き
、
他
の
五
星
は
懐
旧
の

殆
ん
さ
反
封
の
方
向
に
並
行
隠
遊
を
す
る
。
故
に
、
天
文
謹
上
か
ら
言

へ
ば
、
此
の
有
名
な
星
列
も
、
い
は
f
、
過
渡
的
の
も
の
で
あ
る
。
今

よ
り
二
十
萬
年
以
前
に
は
「
北
斗
」
ミ
い
ふ
も
の
は
無
か
っ
た
の
で
あ
る

が
、
今
か
ら
二
十
萬
年
後
に
も
亦
「
北
斗
」
は
無
い
筈
で
あ
る
。
蓮
動
星

團
や
星
流
の
現
象
な
，
ご
を
含
ん
だ
星
辰
蓮
動
の
問
題
全
部
は
、
こ
れ
等

の
七
星
ミ
適
當
に
關
卜
し
て
研
究
さ
れ
る
べ
き
も
の
か
も
し
れ
な
い
、

　
又
．
最
も
美
事
な
渦
状
星
雲
の
一
つ
が
此
の
大
熊
星
座
の
境
界
内
に

あ
る
し
、
か
の
臭
の
形
に
似
た
遊
星
歌
星
雲
も
此
の
範
園
内
に
あ
る
。
か

う
し
た
二
種
類
の
天
禮
は
、
興
味
深
い
こ
「
、
」
に
つ
い
て
は
、
何
れ
も
他

に
譲
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
自
分
は
寧
ろ
こ
瓢
に
聯
星
－
こ
い
ふ
題
目
を

撰
ん
だ
。
其
の
理
由
は
、
偶
然
で
は
あ
る
が
、
望
遠
鏡
で
嚢
見
さ
れ
牝

最
初
の
二
重
星
ミ
、
最
初
に
知
ら
れ
た
分
光
蓮
星
ε
、
軌
道
の
計
算
さ

れ
た
最
朝
の
眼
視
連
星
ぐ
」
が
、
何
れ
も
皆
こ
の
大
熊
星
座
に
あ
る
の
だ

か
ら
。
又
、
暮
れ
に
因
ん
で
、
ミ
ザ
ー
星
黛
鮮
3
ε
、
其
の
肉
眼
的
な

微
光
の
俘
星
ア
ル
コ
ア
（
≧
§
）
ミ
は
、
恐
ら
く
要
素
匿
で
最
も
興
味
深

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
い

い
双
星
の
↓
組
ミ
言
へ
や
う
。
此
の
一
蜀
の
星
は
、
天
文
俗
話
上
に
於

い
て
、
（
い
ろ
く
ぐ
｝
呼
ば
れ
る
中
に
も
．
）
「
馬
ε
乗
り
手
臨
π
の
、
「
中
の

馬
ε
ヂ
ヤ
ツ
ク
」
だ
の
、
「
吾
々
の
謎
」
だ
の
、
「
試
験
星
」
だ
の
ミ
冨
は
れ

て
有
名
で
あ
る
。
最
後
の
「
試
験
」
云
々
ざ
は
、
師
ち
此
の
星
が
肉
眼
の

鋭
鈍
を
験
す
る
た
め
に
好
い
も
の
一
こ
思
は
れ
た
こ
ざ
を
示
す
。
此
の
二

つ
の
星
は
何
れ
も
吾
々
か
ら
殆
ん
さ
同
一
の
距
離
（
約
八
十
光
年
）
だ
け

離
れ
て
ゐ
，
室
間
を
一
所
に
並
行
し
て
蓮
乾
し
て
み
る
。
だ
か
ら
，
二

つ
は
無
論
互
ひ
に
物
理
的
の
救
難
を
持
っ
て
る
る
江
上
で
，
其
の
各
々

は
輩
】
な
大
系
統
の
一
部
分
づ
・
ミ
思
は
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　
ミ
ザ
i
星
自
身
は
望
遽
鏡
的
の
二
重
星
で
あ
っ
て
、
其
の
種
類
の
中

の
最
初
に
襲
見
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
，
一
六
五
〇
年
の
頃
、
既
に
リ
チ

ォ
リ
（
旨
即
衷
a
。
ε
ミ
い
ふ
伊
太
利
の
天
文
家
が
配
れ
を
覗
て
る
る
。

一
ち
の
星
は
何
れ
も
同
じ
色
で
あ
る
が
，
一
方
は
他
方
よ
り
五
倍
ほ

♂
も
光
力
は
強
い
。
其
の
見
か
け
の
距
離
は
約
＋
四
秒
牟
で
あ
る
が
、

射
れ
は
計
算
し
直
し
て
見
る
ε
、
太
陽
ε
地
球
こ
の
間
の
距
離
の
三
百

六
＋
倍
に
當
る
。
實
際
の
距
離
は
敵
れ
以
上
な
の
か
も
知
れ
な
い
。
何

故
ε
言
へ
ば
、
此
の
二
つ
の
星
が
吾
入
の
説
線
－
こ
正
し
く
直
角
の
位
置

に
あ
る
ε
は
限
ら
な
い
の
だ
か
ち
。
二
つ
の
星
の
陸
封
的
位
置
は
、
百

年
も
前
、
最
初
の
精
密
な
観
測
が
あ
っ
て
以
來
、
殆
ん
曹
何
の
攣
化
も

し
な
い
。
し
か
し
、
彼
等
ε
て
も
、
多
分
、
共
通
の
重
心
鮎
の
ま
は
り

を
、
軌
道
に
沿
ふ
て
回
っ
て
ゐ
み
の
で
あ
っ
て
，
其
の
一
回
の
回
韓
は

四
千
年
以
上
も
要
す
る
の
で
あ
ら
う
。
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リ
チ
オ
リ
の
嚢
見
は
偶
然
な
の
で
あ
っ
た
。
彼
も
、
彼
の
同
時
代
の

人
々
の
誰
も
，
二
つ
の
星
が
右
に
述
べ
た
や
う
な
物
理
系
統
を
組
織
す

る
こ
一
こ
が
あ
る
か
無
…
い
か
を
考
へ
た
こ
ε
は
無
…
か
っ
た
。
ま
っ
た
く
、

一
八
〇
三
年
忌
至
っ
て
、
サ
ー
・
井
リ
ァ
ム
・
ハ
ー
シ
ェ
ル
（
。
。
冒
奢
嘗
9
日

国
睾
9
回
＆
が
ロ
ー
ヤ
ル
悪
馬
（
図
。
旦
ω
。
。
騨
図
）
に
一
論
文
を
提
出
し
、
カ
ス

ト
ア
（
O
毬
伸
。
同
）
星
や
其
の
他
若
干
の
戸
々
の
選
奨
が
過
去
二
十
籔
年
間
に

相
互
の
位
置
を
攣
へ
、
其
れ
に
よ
っ
て
、
二
つ
以
上
の
様
々
が
「
相
互

引
力
に
よ
っ
て
堅
く
結
び
付
い
て
み
る
こ
ざ
が
あ
る
」
こ
ざ
の
明
白
な

識
糠
を
示
し
た
の
で
あ
る
。
ハ
ー
シ
ェ
ル
の
時
代
か
ら
，
こ
ち
ら
へ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
い

二
重
星
天
文
學
の
範
園
は
大
に
開
拓
せ
ら
れ
、
今
日
は
略
々
二
萬
謝
の

　
　
　
　
ゼ
ネ
ラ
ル
カ
タ
ロ
ダ

ニ
重
星
が
一
般
表
に
記
録
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
此
の
中
の
可
な
り

の
部
分
は
」
軌
道
支
点
の
研
究
に
何
の
興
味
も
惹
か
な
い
程
，
見
か
け

の
距
離
が
早
い
け
れ
さ
、
此
等
を
除
い
て
も
野
立
し
い
星
が
残
っ
て
み

て
，
や
は
り
、
蓮
星
系
統
は
星
の
進
化
途
上
の
標
華
産
物
た
る
こ
ε
を

讃
す
る
に
充
分
で
あ
る
。

　
因
み
に
、
リ
チ
オ
リ
の
此
の
二
重
星
は
、
叉
、
誓
言
術
を
鷹
嚇
し
て

二
重
星
が
記
録
さ
れ
た
最
初
の
も
の
で
あ
っ
た
。
即
ち
、
一
八
五
七
年
ハ

ー
ヅ
ー
ド
大
二
天
文
墨
に
於
い
て
、
ボ
ン
ド
（
ρ
”
切
8
0
）
が
ダ
グ
レ

オ
式
（
量
σ
q
・
①
員
8
蔓
需
）
の
害
佃
眞
を
以
っ
て
成
功
し
た
も
の
な
の
で
あ
る
。

其
の
當
時
か
ら
今
日
ま
で
の
間
に
、
爲
眞
術
の
天
文
學
上
に
於
け
る
進

歩
嚢
達
を
鯨
り
重
く
見
過
ぎ
て
は
な
ら
な
い
ε
は
思
ふ
け
れ
7
ご
、
こ
・

に
非
職
業
的
の
護
者
た
ち
に
興
味
が
あ
ら
う
ぐ
」
思
ふ
こ
ε
は
、
今
日
、

二
秒
以
上
の
見
か
け
の
距
離
を
持
っ
て
る
る
二
重
星
は
殆
ん
首
縫
て
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
イ
ク
ロ
メ
タ
　

（
儲
る
星
は
此
の
二
秒
蹴
下
で
も
）
測
微
香
、
こ
同
様
に
業
繋
板
上
で
精

密
な
測
定
が
出
來
る
ミ
い
ふ
こ
ミ
で
あ
る
。

　
ミ
ヅ
三
星
は
軍
に
最
初
の
眼
視
連
星
や
露
眞
連
星
ε
い
ふ
ば
か
り
で

な
く
、
醇
風
、
其
の
中
の
光
力
の
大
き
い
星
は
分
光
器
転
貸
星
ε
認
め

ら
れ
た
最
初
の
も
の
で
あ
る
。
一
八
八
九
年
に
，
故
ピ
ケ
リ
ン
グ
（
巨
①

彰
ρ
国
。
冨
臨
ロ
σ
q
）
は
此
の
星
の
分
光
直
屋
を
研
究
中
，
二
つ
の
ス
ペ
ク
ト

ル
が
存
在
す
る
の
を
見
、
、
其
の
二
組
の
ス
ペ
ク
ト
ル
線
が
位
置
を
移
動

さ
せ
る
様
子
が
、
さ
う
も
此
れ
は
二
つ
の
長
里
が
週
期
約
二
十
日
牟
の

聞
に
共
通
重
鮎
の
ま
は
り
を
軌
道
に
よ
っ
て
回
製
す
る
マ
」
し
な
け
れ
ば

他
に
説
明
し
得
な
い
ら
し
く
あ
っ
た
。
此
の
二
つ
の
星
は
吾
々
か
ら
の

蓮
距
離
に
比
す
る
ε
，
相
互
は
非
常
に
接
近
し
て
み
て
、
望
遠
鏡
で
は

ヘ
　
　
ヘ
　
ヘ

ミ
て
も
其
れ
を
見
分
け
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
が
、
ス
ペ
ク
ト
ル
線
の
憂

位
に
よ
る
視
線
運
動
の
週
期
攣
動
が
印
ち
此
の
星
の
二
重
性
で
あ
る
こ

ミ
を
示
し
、
た
ε
ひ
、
一
方
の
星
が
相
封
的
に
微
光
過
ぎ
て
、
從
っ
て

賞
佃
眞
板
上
に
ス
ペ
ク
ト
ル
を
印
象
し
な
い
程
の
場
合
に
も
右
の
事
實
を

示
す
の
で
あ
る
。

　
其
の
後
十
九
年
し
て
ヤ
ー
キ
ー
ス
天
文
壼
の
フ
ロ
ス
ト
（
国
・
b
d
．
岡
】
δ
。
。
一
）

一
こ
、
ポ
ツ
ダ
ム
（
℃
o
駐
貯
目
）
の
ル
ー
デ
ン
ド
ル
フ
（
串
い
巳
⑦
窮
鼠
）
ざ
が
、

別
々
に
、
又
，
ミ
ザ
ー
の
微
光
星
の
方
の
吉
富
速
度
が
愛
動
ず
る
こ
ミ

を
認
め
，
從
っ
て
其
れ
が
叉
分
光
連
星
な
る
こ
ミ
を
示
し
た
。
回
韓
週

期
は
未
だ
決
定
さ
れ
て
る
な
い
ε
思
ふ
が
、
フ
ロ
ス
ト
の
意
見
に
よ
れ

九
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ば
、
此
の
星
は
雨
竜
三
重
星
だ
ε
い
ふ
。
筒
、
彼
ご
り
i
（
ρ
｝
●
諄
・
）

ε
は
ア
ル
コ
ア
星
が
亦
極
め
て
短
週
期
の
分
光
連
星
で
あ
る
こ
ε
を
見

付
け
た
。
し
て
見
る
ミ
、
ミ
ザ
ー
芝
ア
ル
コ
ァ
ー
ー
師
ち
昔
し
話
の
馬

引
こ
乗
り
手
1
一
は
、
肉
眼
で
二
重
、
こ
見
え
た
り
、
肇
遠
鏡
で
三
重
ざ
見

え
た
り
す
る
よ
り
蓬
か
に
蓮
つ
た
も
の
で
あ
る
。
結
局
、
六
個
の
星
が

集
っ
て
、
こ
・
に
、
複
雑
し
た
蝋
系
統
を
な
す
も
の
ぐ
」
言
ふ
べ
く
、
各
個

の
週
期
は
、
藪
日
の
短
か
さ
か
ら
藪
千
年
の
長
き
に
わ
た
る
の
で
あ
る
。

　
分
光
連
星
に
關
す
る
知
識
の
進
歩
は
頗
る
速
い
Q
一
九
〇
五
年
一
月

ま
で
に
は
百
三
十
六
個
の
分
光
連
星
が
襲
見
さ
れ
た
に
過
ぎ
な
い
の
で

あ
っ
た
が
、
五
年
後
に
は
其
の
数
げ
か
三
百
六
「
こ
な
っ
た
。
A
一
は
、
悶
軍
に

リ
ク
（
い
葵
）
天
文
墓
（
チ
リ
9
鰭
出
張
所
の
分
も
含
む
）
で
叢
溢
し
喪
も

の
だ
け
で
も
四
百
に
達
し
、
最
近
作
成
の
第
三
回
一
般
表
に
載
せ
ら
れ

る
星
の
総
数
は
一
千
〇
五
十
四
個
に
上
っ
た
。

　
此
の
紳
話
的
大
熊
の
左
の
後
足
の
低
い
方
に
あ
る
ク
シ
星
は
、
亦
導

今
．
吾
々
が
研
究
し
て
み
る
題
目
に
噛
し
て
大
興
味
を
惹
く
も
の
の
↓
で

あ
る
。
サ
ー
・
井
リ
ア
ム
。
ハ
ー
シ
ェ
ル
は
一
七
八
C
年
に
張
れ
を
二
重

星
ぐ
』
認
め
、
其
の
↓
八
〇
三
年
の
論
語
に
連
星
系
の
存
在
を
提
示
し
牝

撒
個
の
例
の
｛
に
用
ゐ
ら
れ
て
る
る
。
其
の
頃
知
ら
れ
て
み
た
他
の
二

重
星
に
比
べ
る
ε
、
此
の
二
七
の
相
封
煽
動
は
灌
い
方
で
あ
っ
た
の
で

一
八
＝
．
一
〇
年
に
サ
ゾ
リ
（
窪
窪
蔓
）
が
「
二
重
星
の
蓮
動
を
司
配
す
る
カ
は

宇
宙
引
力
ε
嗣
じ
も
の
だ
」
ミ
し
て
，
こ
重
星
の
軌
道
を
計
算
す
る
方
法

を
登
表
し
た
時
、
此
の
星
を
例
ざ
し
た
用
み
た
も
の
で
あ
る
。
其
れ
…
以

一
〇

來
、
多
く
の
新
観
測
結
果
が
登
表
さ
れ
る
に
つ
れ
、
此
の
星
系
の
軌
道

は
幾
つ
も
計
算
さ
れ
九
が
，
其
れ
等
は
総
べ
て
、
回
韓
週
期
が
殆
ん
♂

正
確
に
六
十
年
で
あ
る
ミ
い
ふ
貼
に
一
致
し
て
み
る
。
し
か
し
、
二
つ

の
星
の
相
互
位
置
を
正
し
く
紙
上
に
書
い
て
見
る
ご
、
其
れ
は
、
さ
う

も
，
嚴
密
に
楕
二
形
を
表
は
し
て
み
な
い
や
う
に
見
え
る
。
即
ち
、
純

梓
の
楕
圓
形
か
ら
は
或
る
一
定
の
週
期
的
差
違
が
あ
っ
て
、
其
の
原
因

は
、
見
え
な
い
第
ミ
の
星
が
此
の
輝
星
の
何
れ
か
に
俘
な
ひ
、
H
・
八
年

の
週
期
を
以
っ
て
共
通
重
心
の
ま
は
り
を
回
っ
て
み
る
の
で
あ
る
ら
し

い
。
此
の
こ
5
は
ノ
エ
ル
ン
ド
三
重
竃
毎
q
）
氏
。
か
一
九
〇
五
年
に
嚢
表
し

た
論
文
中
に
書
い
た
こ
，
こ
で
あ
る
が
、
實
は
其
の
以
前
に
リ
ク
天
文
皇

の
ラ
イ
ト
（
≦
膏
げ
陣
）
氏
が
写
れ
に
先
ん
じ
て
、
一
九
〇
〇
年
の
始
め
此

の
星
の
中
の
光
り
の
彊
い
方
が
分
光
連
星
で
あ
る
事
前
を
襲
見
し
、
其

の
覗
線
速
度
の
憂
心
に
よ
っ
て
丁
八
年
の
週
期
を
暗
示
し
た
の
で
あ

っ
た
。
一
九
一
八
年
に
は
、
こ
の
大
熊
座
ク
シ
星
の
微
光
の
方
の
星
も
亦

分
光
連
星
で
あ
る
こ
ミ
が
、
又
、
リ
ク
天
文
墓
で
岳
見
さ
れ
た
。
だ
か

ら
、
か
の
ミ
ザ
ー
星
の
揚
合
ε
同
仁
に
、
こ
・
に
二
星
引
こ
見
え
る
星
々
は

實
は
最
つ
ミ
複
雑
な
系
統
の
中
の
只
二
つ
な
の
で
あ
っ
て
、
他
の
星
星

は
恐
ら
く
望
遠
鏡
で
は
、
今
後
も
見
え
な
い
た
ち
の
も
の
な
の
だ
ら
う
。

　
今
一
つ
、
大
熊
の
塞
げ
た
前
足
に
あ
る
低
い
方
の
力
星
の
こ
，
こ
を
誌

さ
う
。
↓
九
〇
七
年
に
自
分
は
此
の
星
が
非
常
に
近
接
し
た
二
重
星
で

あ
る
こ
ε
を
見
つ
け
牝
の
で
あ
る
が
，
其
の
，
殆
ん
さ
等
し
い
光
輝
の

二
二
聞
の
硯
距
離
は
僅
か
O
・
二
秒
で
あ
っ
た
。
一
九
一
九
年
に
は
此
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の
距
離
が
○
．
叫
五
秒
に
減
じ
、
調
測
は
困
難
に
な
っ
た
。
尤
も
、
之

れ
だ
け
な
ら
ば
、
何
も
特
別
に
他
ε
異
っ
た
興
味
を
惹
く
わ
け
で
も
無

い
の
で
あ
る
が
、
其
の
後
、
一
九
一
二
年
の
三
月
に
な
っ
て
、
メ
リ

ル
（
㌧
．
均
．
客
①
．
・
一
、
H
）
昏
・
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
（
診
餌
・
雀
）
昏
・
が
ヰ
ル
ソ
ン
山

（
蜜
『
≦
浸
。
コ
）
の
百
吋
望
遠
鏡
に
三
つ
い
て
る
る
干
渉
計
で
實
測
中
，
A

型
の
ス
ペ
ク
ト
ル
を
持
つ
星
を
観
る
つ
も
り
で
、
二
重
星
－
こ
は
知
ら
す

く
，
此
の
大
熊
の
力
星
を
撰
ん
だ
。
す
る
書
，
直
ち
に
贈
れ
が
二
重

星
で
あ
る
¶
こ
知
れ
」
爾
其
の
角
距
離
は
○
・
○
八
秒
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は

全
く
リ
ク
の
三
十
六
吋
で
は
測
り
得
な
い
角
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
故

に
、
以
前
に
二
重
星
、
こ
し
て
の
測
定
が
行
は
れ
て
あ
っ
た
の
だ
ご
は
言

へ
、
此
の
星
こ
そ
は
干
渉
計
で
急
劇
さ
れ
た
最
初
の
二
重
星
で
あ
る
ざ

言
っ
て
も
差
支
へ
無
い
わ
け
で
あ
る
。

　
大
熊
星
座
中
の
儲
る
益
々
が
吾
人
の
蓮
星
に
済
す
る
知
識
の
始
ま
り

や
進
歩
に
關
係
深
い
く
」
い
ふ
こ
¶
こ
は
、
此
れ
で
，
既
に
充
分
で
あ
る
ご

思
ふ
。
尤
も
此
の
文
の
目
的
は
わ
が
恒
星
宇
宙
の
研
究
上
か
ら
見
た
連

星
學
の
意
味
の
み
を
詳
し
く
述
べ
る
わ
け
で
は
な
い
。
今
は
毎
次
の
三

つ
の
事
を
示
す
に
止
め
や
う
。
即
ち
、
第
一
う
連
星
は
引
力
法
則
が
廣

く
宇
宙
全
艦
に
行
は
れ
て
る
る
こ
ミ
を
謹
嫁
立
て
、
第
二
、
恒
星
の
質

量
を
吾
人
が
直
接
に
測
り
得
る
の
は
專
ら
此
の
蓮
星
の
研
究
に
よ
る
の

で
あ
っ
て
、
從
っ
て
、
二
重
星
の
軌
道
ε
距
離
－
こ
が
知
れ
て
み
れ
ば
、

ケ
プ
レ
ル
の
調
和
法
則
か
ら
，
吾
々
は
其
の
星
系
の
質
量
が
太
陽
の
幾

倍
で
あ
る
か
を
決
定
す
る
こ
蔦
が
出
來
、
最
後
に
、
九
等
星
以
上
の
星

に
つ
い
て
は
、
李
均
十
八
星
の
中
に
一
つ
づ
・
、
三
＋
六
三
望
遠
鏡
で

は
測
り
得
な
い
程
の
近
接
二
重
星
が
あ
り
、
叉
、
肉
眼
に
見
え
る
星
は

少
な
く
ミ
も
四
つ
に
一
つ
づ
Σ
の
割
で
分
光
連
星
が
存
在
す
る
噛
こ
い
ふ

こ
マ
」
で
あ
る
。
故
に
、
天
燈
進
化
の
立
派
な
…
學
説
は
，
わ
が
太
陽
み
た

い
な
躍
猫
星
が
殆
ん
索
」
言
ふ
に
足
り
な
い
遊
星
、
衛
星
、
彗
星
、
流
星

な
さ
を
牽
み
て
み
る
こ
ε
を
論
明
す
る
ミ
共
に
、
同
時
に
二
重
星
や
多

重
星
の
多
い
こ
ε
も
説
明
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
感
　
　
謝
　
　
状

海
老
　
恒
治
殿

　
君
天
資
温
厚
，
夙
に
本
荘
々
計
又
は
支
部
幹
事
，
こ
し
て
熱
心
事
に

當
ら
れ
、
殊
に
、
さ
き
に
山
本
前
幹
事
文
部
省
在
外
研
究
員
－
こ
し
て

欧
米
に
出
張
せ
ら
れ
、
叉
、
殆
ん
さ
時
を
同
じ
く
し
て
創
立
者
の
一

人
古
川
氏
東
都
に
移
ら
れ
、
一
時
首
膀
者
を
失
ふ
の
槻
あ
り
し
本
會

は
、
新
幹
事
上
田
荒
木
爾
氏
を
得
し
一
こ
い
こ
・
も
、
爾
、
諸
事
務
混

沌
，
前
途
樂
観
し
難
き
歌
況
に
あ
り
し
際
．
君
は
奮
っ
て
此
の
渦
中

に
投
じ
、
多
忙
な
る
身
に
も
拘
ら
す
、
献
身
的
努
力
を
以
っ
て
「
天

界
」
の
編
輯
に
從
は
れ
，
今
日
ま
で
連
綾
刊
行
さ
れ
し
に
與
っ
て
大

な
る
功
績
あ
り
し
は
會
員
の
感
謝
す
る
所
な
り
．
．
こ
・
に
総
會
に
際

し
、
満
場
…
致
を
以
っ
て
謝
意
を
表
す
。

　
大
正
十
四
年
四
月
十
入
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
天
　
交
　
同
　
漁
船

二


